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三
宮
か
ら
新
神
戸
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
、

約
四
十
分
、
有
馬
温
泉
に
入
り
最
初
に
目

に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
が
有
馬
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
。

震
災
か
ら
二
年
余
り
を
経
た
昨
年
八
月
八

日
に
は
、
新
中
央
館
が
復
興
オ
ー
プ
ン
し
た
。

創
業
明
治
元
年
の
伝
統
を
生
か
し
な
が
ら
時

代
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
、
新
し
い
旅

館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の

神
式
に
加
え
て
、
庭
園
に
チ
ャ
ペ
ル
式
結
婚

式
場
も
誕
生
し
た
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

広
々
と
し
た
ロ
ビ
ー
へ
上
が
る
と
、
イ
タ
リ

昨
年
八
月
八
日
に
新
館
中
央
館
が
復
興
オ

ー
プ
ン
し
た
有
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
。
最
上

階
の
全
フ
ロ
ア
ー
を
利
用
し
た
「
展
望
大
浴

苑
」
の
ス
ケ
ー
ル
に
は
圧
倒
さ
れ
る
。
こ
の

大
浴
苑
と
ミ
ニ
懐
石
「
奏
旬
譜
」
は
大
好
評

を
得
て
い
る
。

☆
男
湯
・
女
湯
に
二
つ
ず
つ
の
露
天
風
呂

老
舗
が
演
じ
る
新
感
覚
、

多
彩
な
味
覚

TEL（078）904-0551

ア
の
彫
刻
家
エ
ミ
リ
オ
・
グ
レ
コ
の
生
命
感

に
み
ち
た
作
品
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。
天
井

の
照
明
は
、
五
月
上
旬
に
有
馬
の
山
々
に
咲

き
誇
る
辛
夷
（
コ
ブ
シ
）
の
花
を
形
ど
っ
て

あ
り
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
ム
ー
ド
が
漂
う
。

し
か
し
、
何
と
言
っ
て
も
最
大
の
魅
力
は
、

二
二
七
二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
最
上
階
を
占
め

る
「
展
望
大
浴
苑
」
。
有
馬
の
山
並
み
を
一

望
で
き
て
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
は

驚
か
さ
れ
る
。
人
気
の
露
天
風
呂
は
、
男

湯
・
女
湯
に
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
ず
つ
設
け
て
あ

る
。
女
湯
に
は
「
ハ
ー
ブ
湯
」
「
ジ
ャ
グ
ジ

ー
」
だ
け
で
な
く
、
「
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
」

罫

TEL（078）904-3656(代）

⑨

陵楓閣
１
７６

１

旬の味覚を詰め込んだミニ懐石“奉旬譜,，

静寂さにつつまれた

くつろぎの宿

国際観光旅館

TEL（078）904-0675
』IELEX５６２７－１１５

駒櫛緬泉月光園
ＧＥＫＫＣＥＮ

鯵 嬢艇

テニスでいい汗

いい湯にとっぷり味に集う

ＳｕＮＮＹＳＩＤＥＵＰ

ｍＬ（078）903-1024

態1孫ｉ 蝿探
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１１本の伝統

数寄臆造りの剛

泊
騒

ｎコ

鍵＆

同然の恵みを

湯けむりに伝える

ま
で
そ
ろ
っ
て
い
て
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も
充

実
し
て
い
る
。

ひ
と
風
呂
浴
び
た
後
は
、
緑
の
木
立
に

覆
わ
れ
た
「
木
立
の
湯
あ
が
り
ホ
ー
ル
」

へ
。
天
井
が
開
放
さ
れ
て
い
て
、
有
馬
の

山
々
に
浄
化
さ
れ
た
外
気
に
ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。

有
馬
が
一
番
の
賑
わ
い
に
包
ま
れ
る
の

は
、
や
は
り
秋
。
例
年
十
一
月
二
、
三
日
に

瑞
宝
寺
公
園
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
「
有
馬
大

茶
会
」
に
は
例
年
二
千
人
も
の
観
光
客
で
に

ぎ
わ
う
。

☆
旬
の
素
材
を
お
り
こ
ん
だ

ミ
ニ
懐
石
”
奏
旬
譜
“

b

hＩ

謎量目＝ 一
田

瀞
最上階「展望大浴苑」の眺望は抜群

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
、
宿
泊
プ

ラ
ン
〃
紅
葉
（
も
み
じ
）
〃
が
登
場
。
紅
葉
を

装
う
有
馬
を
散
策
し
た
後
は
、
秋
の
味
覚
を

存
分
に
満
喫
で
き
る
瞥
沢
プ
ラ
ン
。
料
金
は

一
人
二
八
○
○
○
円
（
二
名
一
室
）
か
ら
。

ま
た
東
館
の
み
の
利
用
に
な
る
〃
レ
デ
ィ
ー

ス
宿
泊
プ
ラ
ン
〃
は
超
お
得
。
お
一
人
の
料

金
は
、
一
六
○
○
○
円
（
四
名
以
上
）
か
ら
。

両
プ
ラ
ン
と
も
十
一
月
二
十
日
（
金
）
ま
で

の
実
施
。

Ｒ
帰
り
プ
ラ
ン
で
は
、
旬
の
素
材
を
お
り

こ
ん
だ
ミ
ニ
懐
石
「
奏
旬
譜
（
そ
う
し
ゅ
ん

ふ
）
」
（
平
日
／
六
○
○
○
円
、
休
日
／
六
五

○
○
円
）
の
人
気
が
う
な
ぎ
登
り
。

そ
の
他
、
館
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
街
に
は
、

寿
司
・
懐
石
料
理
「
花
ぐ
る
ま
」
、
め
ん

処
・
居
酒
屋
「
花
の
れ
ん
」
、
中
国
料
理

「
華
苑
」
、
欧
風
料
理
「
フ
ィ
オ
ー
レ
」
の
四

つ
の
お
店
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
「
華
苑
」
「
フ

ィ
オ
ー
レ
」
は
、
庭
園
に
面
し
て
い
る
た
め

ガ
ー
デ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
の
趣
が
あ
る
。
料
理

も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
で
い
て
、
好
み
に
合

わ
せ
て
注
文
す
る
こ
と
も
。

老
舗
が
演
じ
る
新
感
覚
、
多
彩
な
味
覚
を

存
分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

奏
旬
譜

料
金
平
日
六
○
○
○
円

休
日
六
五
○
○
円

食
事
時
間
／
制
時
卯
分
～
粋
時
印
分

入
浴
時
間
／
荊
時
卯
分
～
幅
時
帥
分

■
有
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

電
話
０
７
８
．
９
０
４
．
０
１
８
１

TEL（078）９０４－０７８１ 謡弁斎

１
７７

１
TＥＬ

露天風呂とご昼食

(078）９０４－０７３１ TEL（078）９０４－０１８１

雅ただようくつろぎの鮪

ひさご弁当

中の銭雪減
駒牧山

TEL（078）904-0501(代）

政府登録脚際観光旅館

家風 向陽間有島グランドホテル古
会議セミナーからご家族づれまで

ＴＥＬ（078）904-0701

チェックイン１３：００、アウト１２：００

ゆっくりとお過ごしいただけます。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



<286＞

た
も
の
。

阪
神
間
に
は
百
三
十
以
上
の
小
規
模

作
業
所
が
あ
る
が
、
こ
の
第
一
回
め
の

福
祉
縁
日
に
出
展
し
た
の
は
約
四
十
カ

所
の
作
業
所
で
、
丹
精
こ
め
て
作
ら
れ

た
約
八
十
種
類
の
商
品
が
並
ん
で
い
た
。

「
水
に
や
さ
し
い
コ
ー
ナ
ー
」
「
腕
自

慢
・
わ
ざ
自
慢
の
コ
ー
ナ
ー
」
「
リ
サ
イ

ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
」
「
緑
に
や
さ
し
い
コ

ー
ナ
ー
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
天
プ
ラ
の
廃

油
で
作
ら
れ
た
洗
濯
用
せ
っ
け
ん
や
ハ

ー
ブ
せ
っ
け
ん
、
さ
を
り
識
の
バ
ッ
グ

や
マ
フ
ラ
ー
、
陶
芸
の
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

プ
や
大
小
の
皿
、
使
用
済
み
キ
ャ
ン
ド

ル
を
回
収
し
て
再
生
・
加
工
し
た
キ
ャ

ン
ド
ル
、
靴
下
の
素
材
を
利
用
し
た
手

づ
く
り
マ
ッ
ト
、
竹
炭
、
梅
ケ
ー
キ
、

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
パ
ン
、
ク
ッ
キ
ー

な
ど
多
彩
な
商
品
が
並
ん
で
い
る
。
さ

を
り
細
の
実
演
も
あ
り
、
会
場
を
訪
れ

た
親
子
が
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
た
。

八
月
八
日
と
九
日
に
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
の
国
際
会
議
場
の
三
階
で
「
第
一

回
福
祉
縁
日
」
が
開
か
れ
た
の
で
会
場
を

訪
れ
た
。

こ
の
催
し
は
、
ハ
ン
デ
ィ
を
も
つ
人

た
ち
が
小
規
模
の
共
同
作
業
所
で
作
っ

た
商
品
を
展
示
、
販
売
し
、
多
く
の
人

た
ち
に
見
て
も
ら
っ
て
市
民
や
企
業
か

ら
意
見
や
ア
イ
デ
ア
も
出
し
て
も
ら

い
、
今
後
の
商
品
の
開
発
や
販
売
に
生

か
し
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
開
か
れ

″
私
た
ち
の
商
品
を
見
て
く
だ
さ
い
〃

小
規
模
作
業
所
の
福
祉
縁
日

神
台
ノ
を
言
梅
祉
の
〉
街
に

福祉縁日の商品展示・即売コーナー

別
の
部
屋
で
は
紙
す
き
教
室
が
開
か
れ
、

手
づ
く
り
の
ハ
ガ
キ
が
で
き
上
が
る
工

程
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち

が
興
味
深
そ
う
に
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
た
。

隣
の
会
場
で
は
弓
集
め
て
使
う
リ
サ
イ

ク
ル
展
」
が
開
か
れ
て
い
た
。
二
十
の
企

業
や
団
体
が
工
夫
を
こ
ら
し
た
リ
サ
イ

ク
ル
商
品
を
展
示
し
て
い
た
が
、
こ
ん

な
も
の
ま
で
で
き
る
の
か
、
と
び
っ
く

り
す
る
よ
う
な
も
の
ま
で
開
発
や
工
夫

が
さ
れ
て
い
た
。

た
と
え
ば
（
株
）
ト
ー
メ
ン
は
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
か
ら
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、

ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て

１
７８

１紙すきでハガキを作る工程を実演

橋
本
明

く
嘩
銅
鑑
識
癖
霊
奉
奉
〉
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い
る
。
ペ
ッ
ト
ポ
ト
ル
一
・
五
本
か
ら

Ｔ
シ
ャ
ツ
一
枚
が
で
き
る
と
い
う
。
い

ま
日
本
で
は
一
時
間
に
約
四
十
万
本
も

の
飲
料
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
捨
て
ら
れ
、

そ
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
は
ゴ
ミ
と
し
て

埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
。
も
し
そ
れ
ら

の
ボ
ト
ル
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
と
ど

れ
ほ
ど
の
再
生
衣
料
と
し
て
役
立
て
ら

れ
る
こ
と
か
。

三
井
物
産
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
植
物
の

で
ん
ぷ
ん
か
ら
生
分
解
性
樹
脂
レ
ィ
シ

ア
で
紙
パ
ッ
ク
カ
ッ
タ
ー
を
作
っ
て
い

た
。
手
に
と
っ
て
み
る
と
、
こ
れ
が
で

ん
ぷ
ん
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
と
は
と
て

も
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
こ
こ
で
は
長
野

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
選
手
た
ち
が
使
用
し

て
い
た
紙
容
器
が
展
示
し
て
あ
る
が
、

d二

堂j圏

鰯
少少_少

占二
ｈ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
式
ｊ
役
職
釧
脈
叩
州
Ｍ
脚
》

／ー、

毎筆琴霧

こ
れ
は
リ
ン
ゴ
の
し
ぼ
り
カ
ス
か
ら
作

っ
た
も
の
だ
と
い
う
。

コ
ー
プ
こ
う
べ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
食

品
ト
レ
イ
か
ら
作
っ
た
イ
ス
や
テ
ー
ブ

ル
、
買
い
物
か
ご
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
る
が
、
ト
レ
イ
三
百
六
十
八
枚
で
エ

コ
チ
ェ
ア
一
台
で
き
る
、
と
説
明
し
、

実
物
が
展
示
し
て
あ
る
と
、
具
体
的
で

わ
か
り
や
す
い
。

他
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
も
牛
乳
パ
ッ

ク
で
作
ら
れ
た
古
紙
回
収
専
用
ヒ
モ
だ

と
か
ベ
ッ
ド
シ
ー
ッ
と
か
実
に
い
ろ
ん

な
製
品
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
私
な
ど

は
知
識
不
足
の
た
め
か
ビ
ッ
ク
リ
し
た

り
感
心
し
た
り
す
る
ば
か
り
。

こ
う
し
た
資
源
を
再
利
用
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
品
は
開
発
コ
ス
ト
や
製
品
化
の

費
用
が
か
な
り
か
か
る
の
で
市
場
で
販

売
す
る
の
は
難
し
い
点
も
あ
る
よ
う
だ

さまざまなアイデアリサイクル商品が並ぶ。真ん中はタイ
ヤで作ったプランター

さをり繕の体験コーナー

が
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
も
っ
と
福
祉
活

動
の
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
を
こ
れ
か

ら
考
え
て
み
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ず
い
分
前

か
ら
全
米
各
地
に
「
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
・
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
」
と
い
う
、
リ
サ
イ
ク

ル
品
を
活
用
し
た
ハ
ン
デ
ィ
を
も
つ
人

た
ち
の
た
め
の
工
場
が
あ
る
。

小
規
模
作
業
所
の
場
合
は
生
産
品
の

販
路
を
見
つ
け
る
の
に
ど
こ
と
も
苦
労

し
て
い
る
。
お
祭
り
や
各
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
、
バ
ザ
ー
な
ど
で
少
し
ず
つ
売
る

努
力
や
工
夫
を
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

善
意
に
頼
る
の
は
限
界
も
あ
る
。
い
ろ

ん
な
機
会
を
つ
く
っ
て
作
業
所
の
存
在

や
商
品
を
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
努
力

を
地
道
に
続
け
る
こ
と
が
一
番
い
い
方

法
か
も
し
れ
な
い
。

震譲雲買蓋忌忌忌

7９

企業も工夫をこらしたリサイクル商品を紹介
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8～１４日の場合…･･7.000円／日

１５～３１日の

ト
ァ
ロ
ー
ド
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
オ
フ
ィ
ス
を
利
用
し
、
如
月
１

日
よ
り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
展
開
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
「
ぎ
ゃ
ら
り
－
ご
国
○
○
」

の
名
で
、
ト
ア
ロ
ー
ド
の
ま
ち
づ
く
り
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
ク
ラ
フ
ト
ア
ー
ト

の
ま
ち
」
の
具
体
化
の
一
環
と
し
て
行
な

わ
れ
る
。

こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
身
近
な
と
こ
ろ

に
気
軽
に
使
え
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
あ

る
こ
と
で
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
は

発
表
や
市
民
と
の
交
流
の
場
を
、
市
民
に

と
っ
て
は
楽
し
み
、
感
じ
、
安
ら
ぐ
場
を

提
供
す
る
こ
と
、
ま
た
、
知
的
な
刺
激
を

与
え
る
場
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
．
あ
る
。

加
胃
月
３
日
（
土
）
、
４
日
（
日
）
に
ト
ア
ロ

ー
ド
で
ク
ラ
フ
ト
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
、
「
ぎ
ゃ
ら
り
－
Ｄ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
」
で
も
、
如
月
１
日
（
木
）
～
６
日

（
火
）
の
６
日
間
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
展
と
し

て
、
胃
津
目
曙
の
匡
器
さ
ん
や
窪
華
芽

さ
ん
、
外
碓
秀
紹
さ
ん
ら
の
陶
作
品
を
展

示
、
販
売
す
る
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
初
日
の
加
月
１
日

（
木
）
午
後
６
時
か
ら
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
催
さ
れ
る
。

／日

弓
ｐ
詞
淘
。
』
ロ
ま
ち
づ
く
り
〈
妬
〉

ト
ァ
ロ
ー
ド
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
⑰

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
展
開③使用時間

原則として１

(ぎゃらり一ＤＥＣO)オープニング展 トアート“ぎゃらり一ＤＥＣＯ,,トアロードクラフ

ギャラリーは､下記の要領で利用することができます⑤

１
８０

１

日時：１０月１日（木）～６日（火）

１１：００a.ｍ～６：００p､ｍ

場所：トアロードクラフトアートぎやら

り一ＤＥＣＯ

内容：陶作品の展示、販売

〃

８～１４日の場合…･･7,000円／日

繍1W蕊i擬ｆ

円／Ｅ

円／日

＜主な利用方法＞ ＜利用規則＞

③申込方法
①壁面を利用した展示

６ケ月前から申込が可能。所定の使用申

(絵画。写真・グラフィックなど）込書に必要事項を記入の上､5,000円
②テーブルを利用した展示

（申込金)を添えて提出すると、申込手
(クラフトアート全般）

続きができる。

③アートスクール・ワークショツプ⑬使用期間
④右の①~③組み合わせ

最長１か月まで使用可。
⑤その他

⑳使用料

⑳信楽クラフトマン

■外磁秀紹

1963福岡生まれ１９８７ローズガーデン美

術展大賞京都精華大学美術学部立体造形

科卒野外彫刻で全国的に活躍

⑥綾部クラフトマン(工房スタジオ22）

■TRACEYGI-ASS

1961カナダ生まれ１９７１カリフオルニア大

卒１９８０日本留学梶ななこ陶芸入門1991

綾部に薪窯を築窯スタジオ22創寸

■崖華芽(サイカフン）

１９５３広島生まれ１９７９韓国梨花女子大陶

芸科卒高鶴淳一先生に師事トレイシーと

共に薪窯を築窯

ｅ神戸クラフトマン

神戸焼末汎窯南汎門下生

・岩本良子・大石京子

・田島潤子・森本瞳

・山本早苗

日使用の場合．｡…10.000円／日

2～７日の場合．.…8,000円／日

ショップ

鹸長１か月まで使

⑳使用料

１日使用の場合．．

２～７日の場合．

続きが

⑬使用

６ケ月前から申込が可能。所定の使用申

込書に必要事項を記入の上､5,000円

(申込金)を添えて提出すると、申込手

<利用規則＞

る、

(例外あり）

④右の①

⑤その他

〃

③申込方法

６

１
１
９

<主な利用方法＞

①壁面を利用した展示

(絵画。写真・グラフィックなど）

②テーブルを利用した展示

…一一'ヅ…、TEL､078.393.1371

ＦＡＸ､078.393.1372

０
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☆
「
美
容
師
Ｉ
へ
ア
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
」

の
精
神

そ
の
よ
う
に
、
美
容
室
が
次
々
に
出

店
さ
れ
る
中
で
、
「
何
と
か
美
容
師
同
士

の
横
の
つ
な
が
り
が
も
て
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
発
足
さ
れ
た
の
が
、
神
戸
へ
ア

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
こ
の

会
の
呼
び
か
け
を
お
こ
な
っ
た
は
、
今

年
４
月
ト
ア
ロ
ー
ド
に
出
店
し
た
、
美

容
室
イ
・
マ
・
ジ
・
ン
の
深
沢
孝
裕
さ

ん
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
ク
ラ
フ
ト

ア
ー
ト
フ
ェ
ア
の
こ
と
を
知
り
、
「
美
容

師
も
い
う
な
れ
ば
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
じ
ゃ

な
い
か
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
仲
間
を

作
る
こ
と
が
で
き
た
ら
…
」
と
周
辺
の

約
帥
店
舗
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
別

店
舗
近
く
の
応
答
が
あ
り
、
皿
店
舗
が

賛
同
し
た
。
こ
の
、
店
舗
は
、
「
美
容
室

同
士
が
協
力
し
、
神
戸
か
ら
美
容
界
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
、
美
容
界

顕

＋
ト
ァ
ロ
ー
バ
の
美
容
師
さ
ん
ら
、
ク
ラ
フ
ト
ァ
ｊ
ト
フ
ェ
ァ
に
参
″
十

且
舗鶴諺城鑑滋嬬藷普深沢さん

イ・マ・ジ・ンの

参加美容室：アレックス・アンティーク・イマージュ・イマジン･髪結床・ティエラヘアー･ニューク・パームクラブ・フェイセス・ブラッシュアップ

仕事柄、集まりは夜の９時から。この日
は１１時過ぎまで積極的なトークが続け
られた。

の
地
位
向
上
、
ひ
い
て
は
そ
れ
が
神
戸
、

社
会
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
共
通
の
思
い
を
も
っ
て

集
ま
っ
た
仲
間
た
ち
。

会
は
、
平
等
精
神
基
本
の
会
費
ゼ
ロ

と
い
う
自
由
な
雰
囲
気
。
発
足
し
た
ば

か
り
の
た
め
、
今
年
度
の
ク
ラ
フ
ト
ア

ー
ト
フ
ェ
ア
ヘ
の
参
加
と
来
年
度
か
ら

の
参
加
協
力
を
決
定
し
た
の
み
で
あ
る

が
、
将
来
的
に
は
、
「
企
業
な
ど
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
、
今
ま
で
の
美
容
界
に
で

き
な
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
シ
ョ
ー
が
実

現
で
き
た
ら
…
」
と
意
欲
に
溢
れ
て
い

る
。

本
年
度
の
ク
ラ
フ
ト
ァ
ー
ト
フ
ェ
ア

に
お
い
て
も
、
き
っ
と
楽
し
い
ヘ
ア
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ

て
く
れ
る
は
ず
だ
。

今
後
、
ト
ア
ロ
ー
ド
に
、
美
容
室
が

集
ま
る
ス
ト
リ
ー
ト
（
美
容
室
通
り
）

と
い
う
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
す
れ

ば
、
よ
り
い
っ
そ
う
お
酒
落
で
、
多
面

性
を
も
つ
ま
ち
と
し
て
注
Ⅱ
さ
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。

『
○
力
刀
○
ア
ロ
週
の
風

T乗
lＲｏＡＤ
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叫
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写
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１
恐
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思
涯
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皇
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辛
辛
Ⅶ
ｚ
頃
ｑ
刺
募

零
孝
副
⑦
仔
目
泌
呼
診
呼
芸
今
、
１
認
畢
草
藍
用

⑦
堅
〉
汗
を
山
守
封
割
叫
騨
⑦
塁
（
勤
年
し
妾
穴
４

土
荷
）
這
代
工
雀
、
駅
・
イ
ー
て
圭
厚
・
皇
．
』

．
Ｔ
鼻
左
４
毎
．
Ｊ
・
Ｔ
ｌ
亡
王
⑦
ｎ
Ｍ
刺
Ｙ

￥
塞
挫
乎
呼
累
胴
Ｑ
系
〉
Ｚ
代
皇
匡
１
Ｇ
才
。
溜

側
秦
思
⑦
１
Ｋ
エ
ー
ベ
こ
・
だ
Ｅ
毎
ふ
よ
こ
ゴ
ー
戦

二1「１

Ｌ

脚

＝＝三騒窒

７
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挫宮鰹’
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蝿
型
偽
騨

５
岨
勘
按
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峠
掴
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魁
碑

パリからのファッションレター ６
鳳
日
扇
騨
錘
翻
哩
函
冊
Ⅷ
》
癖
榊
騨

７８

１息i遍

ｉｍ園

閏釦
皿偲

菰極
夕仏FｍＨ

９
櫛
脳
痴
冊
釦
；
・
翻
卿
猟
胤
呼
銅
凹
荊
哨

iＭ
gﾉEff皇々

ｰ
睦君ａ 認

鯉

毒
物

へ
一
》
》
工

'零！ア
Ｉｆ

Ｉ繍捗

Ｊ
内
川
い

房守、

■〃

蝿
』’■

蒲講一

１
８３

１

』

０

識：

Ｉ&
藤本ハルミさん'97パリのショーを手伝う大久保さんたち

戸。 ４

し
た
か
？
と
聞
か
れ
た
ら
、
こ
の
六
人
は
何
と

答
え
る
で
し
ょ
う
か
。
サ
ン
デ
ィ
カ
校
で
の
立
体

裁
断
技
術
？
必
死
に
勉
強
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
？

オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
と
は
？
そ
れ
と
も
ご
は
ん
の

た
き
方
？
答
え
は
一
人
一
人
の
中
に
ひ
と
言
で

は
表
せ
な
い
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
大
き
な
歴

史
の
あ
る
国
、
日
本
と
は
全
く
異
な
る
文
化
、
世

界
の
一
流
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
集
ま
る
パ
リ
。
そ
の

中
で
生
活
す
る
と
い
う
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
時
か

ら
、
学
校
へ
行
く
と
い
う
だ
け
で
な
く
異
国
の
中

で
生
き
る
新
し
い
自
分
と
い
う
も
の
を
感
じ
て
き

た
の
で
す
。

さ
て
、
サ
ン
デ
ィ
カ
校
は
パ
リ
・
ク
チ
ュ
ー
ル

組
合
直
属
の
学
校
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
．
と

は
い
え
、
今
で
は
サ
ン
デ
ィ
カ
校
で
学
ん
だ
人
す

べ
て
が
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
メ
ゾ
ン
で
働
け
る
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
う
望
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
オ
ー
ト
ク
チ

ュ
ー
ル
の
メ
ゾ
ン
で
何
十
年
も
の
経
験
を
つ
ん

だ
、
す
ば
ら
し
い
技
術
を
持
っ
た
先
生
方
と
出
会

い
、
技
術
の
基
本
を
学
び
、
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル

と
呼
ば
れ
る
服
を
見
る
機
会
に
ふ
れ
る
こ
と
が
自

分
の
感
性
を
ど
う
服
に
表
現
し
て
ゆ
く
か
と
い
う

手
段
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

サ
ン
デ
ィ
カ
校
で
学
ん
だ
と
い
う
大
き
な
自
信
、

街
を
歩
く
、
メ
ト
ロ
に
の
る
、
美
術
館
へ
行
く
、

そ
う
し
た
日
常
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と
す
べ
て

が
経
験
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
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皇塗；●
９
口
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白
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■
■
●
●
Ｄ
Ｃ
■
巳
●
■
●
●
●
●
曲
●
。
。
■
Ｇ
■
●
●
●
●
あ
む
■
●
申
ｐ
●
ｑ
●
ｅ
●
●
。
●
●
●
ゆ
●
●
ｅ
あ
。
●
●
■
●
■
●
●
①
●
●
●
●
Ｃ
ｅ
●
■
。
■
。
●
●
Ｑ
、
●
●
■
凸
●
ｂ
ｅ
Ｃ
ａ
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
Ｆ
ｐ
Ｆ
■
●
■

パリからのファッションレター

笛
pｐ

●
日
時
／
洞
月
科
日
（
土
）
咽
時
～

●
会
場
／
細
芦
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館
オ
ル
ビ
ス
ホ
ー
ル

◆
特
別
企
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
「
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
／
産
卵
・
期
」

久才春昭

周耀銭

、

ｗ言慧雁≧小幸和耕多

！、麓
》
壷

ｌＴＦ
ー

蕊
一一Iｑ

崎
＝Ｉ

蝋
’

脳．

《逼珍

－
別
ｌ

ン
に
携
わ
る
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
ゆ
く

か
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

パ
リ
留
学
と
い
う
神
戸
か
ら
パ
リ
へ
と
架
け
ら

れ
た
橋
。
今
年
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
都
市
二

十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
今
度
は
パ
リ
か
ら
神
戸

へ
と
新
た
な
橋
を
架
け
る
べ
く
、
私
達
六
人
の
合

〃

同
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
冠
Ｏ
ｚ
目
〃
（
ボ
ン
・
橋
）

を
行
い
ま
す
。
セ
ー
ヌ
川
に
架
か
る
そ
れ
ぞ
れ
の

橋
の
よ
う
に
異
な
る
個
性
を
も
っ
た
作
品
は
、
二

つ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
都
で
あ
る
、
パ
リ
、
神
戸

の
文
化
の
融
合
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ン
デ
ィ
ヵ
校
卒
業
後
、
パ
リ
へ
の
こ
り
研
修

を
続
け
る
人
、
仕
事
を
す
る
人
、
他
の
学
校
へ
入

学
す
る
人
、
Ｈ
本
へ
帰
国
す
る
人
．
そ
の
誰
も
が

知
パ
リ
・
サ
ン
デ
ィ
ヵ
校
へ
の
留
学
と
い
う
ひ
と
つ

仲
の
成
果
を
通
過
し
ま
し
た
。
今
、
こ
こ
に
、
新
た

鐸
な
出
発
点
と
し
て
、
六
人
合
同
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

周
〃

で
シ
ョ
ー
勺
○
胃
を
行
う
こ
と
で
、
私
達
が
神

〃

施
戸
、
パ
リ
の
未
来
へ
の
架
け
橋
と
な
り
、
フ
ァ
ツ

イデ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
ひ
と
つ

ン”
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ノパ

木村健太郎

西山浩司

露

i職
毒

■

－６大久保由美
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8５

⑨毒薬(医薬品)・医薬用外毒物について①

批素化合物

家が薬屋だったので、小学校の頃よく薬の倉庫で遊

んだ。親父に見つかると叱られるので、女の薬剤師さ

んの居る時に頼んでよく見せてもらった。一番奥に黒

地に白ぬきで毒薬と書かれた雛のかかった棚があり、

いつも気になってその前に行った。一度「お父さんに

内緒よ」と鍵を開けて中を見せてもらった。中には、

昇禾だの亜枇酸だのにまじってサルバルサンと書かれ

た薬がたくさん並んでいた。なにの薬かと聞くと大人

になったら分かると言われた。その後、薬学専門学校

に入ってからサルバルサンは、ドイツ人のエールリッ

ヒにより１t素を原料として合成され、当時困っていた

梅毒の治療に貢献し、エールリッヒは、1908年ノーベ

ル賞を受賞したことを知った。

亜耽酸は、亜批酸カリ液(フォーレル水)や亜耽酸丸

として、虚弱体質者の変質強壮剤として昭和の初め頃

まで使用されていた。島根県の大森銀山の銀を取った

後の鉱津は、石見銀山と呼ばれ耽素を多量に含んでお

り江戸時代より殺鼠剤として利用されてきた。

昭和30年頃静岡県の日本軽金属清水工場は、金属製

錬の後の鉱津を脱色再結晶して第２燐酸ソーダを製造

していた。この第２燐酸ソーダは、多量の批素を含ん

でいるため、工業用の洗浄剤として使用されていた。

そして、洗浄剤として転売されていくうち、あまりに

結晶がきれいなので、化学用２級として売られ、最後

には化学用１級試薬として森永乳業徳島工場に納入さ

れた。この第２燐酸ソーダに多量の耽素を含んでいる

のを知らずに森永乳業は、農家より牛乳を集める際の

安定剤として牛乳の中に混入していた。そして集めた

牛乳を原料として育児用粉ミルク

を作り西日本各地に販売していた。

その結果森永の粉ミルクを飲んだ

乳児11778人が中毒で苦しみ、その

中の133人が死亡した。生き残った

赤ちゃんも長い間中毒症状に苦し

み、成人になった後も後遺症で困っている。

耽素化合物の亜枇酸は、医薬品をはじめ染料、殺虫

剤、除草剤、印刷用インクの原料としてドイツより輸

入されていたが、欧州大戦が始まるとドイツより輸入

が出来なくなった。その為宮崎県の木浦鉱山の硫耽鉄

鉱より亜耽酸の製造をはじめ純度99.9％の良質の亜耽

酸が出来るようになった。その後、その近くの土呂久

銀山からも硫耽鉄鉱を焼いて亜耽酸の製造をはじめ

た。その為第一次世界大戦後は、ドイツに代わって日

本が亜眺酸の輪出国になった。しかし土呂久は、亜耽

酸焼き谷と呼ばれその煙害によって住民は中毒に苦し

み、田畑山林は、枯れ果て見る影もなくなった。

批素は、人間の生体中にも微量成分として0.3ppm

含まれている。尿中に0.008ppm～0.15ppm、毛髪には

0.3ppm～0.7ppm、爪には1‘5ppm～4ppm含まれてい

る。食品では、海草の中に比較的多く含まれており、

こんぷには枇素の含有量の高いものがあり、食品の検

査の際問題になることもある。

（神戸大学医学部I殉Ｍ１物学教室非常勤講師田｢|'正郎サンヨー環境(株)社長）
一

壱ｻﾝﾖー 環境株式会社
〒652-0833神戸市兵庫区島上町２－１－２７リツツ島上

ＴＥＬ（078)672-0330(代表）

〈珊境をより良く、快適に〉衛生管理はお任せ下さい。

ネズミ・ゴキブリ・シロアリ、あらゆる害虫の駆除

樹木の害虫・カビの防除・貯水槽の清掃
食品・理境の微１２物枕査（食中流対縮は、万全ですか？）
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２
関
連
イ
ベ
ン
ト

ａ
デ
ュ
オ
ド
ー
ム
イ
ベ
ン
ト

〃
、
①
帝
旦
の
的
、
の
一
一
の
印
（
ベ
ル
・
デ
・
ベ

ア
ー
ト
展
で
は
神
戸
市
在
住
で
気
鋭
の
作

※
上
映
作
品
は
次
ペ
ー
ジ
参
照
し
て
下
さ
い
。

〈
会
場
〉

園
神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル

制
／
２
（
月
）
・
３
（
祝
）

Ｊ
Ｒ
「
神
戸
」
駅
か
ら
徒
歩
約
５
分

神
戸
高
速
「
高
速
神
戸
」
駅
か
ら
徒
歩
約
７
分

団
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

洲
／
科
（
土
）
、
副
（
土
）
～
配
（
土
）

Ｊ
Ｒ
「
三
ノ
宮
」
駅
ま
た
は
阪
急
・
阪
神
・
地

下
鉄
・
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
の
各
「
三
宮
」
駅
よ

り
徒
歩
約
５
分

Ｊ
Ｒ
・
阪
神
「
元
町
」
駅
よ
り
徒
歩
約
５
分

画
神
戸
市
立
博
物
館

洞
／
幅
（
日
）
、
灯
（
火
）
～
ね
（
木
）

Ｊ
Ｒ
「
三
ノ
宮
」
駅
ま
た
は
阪
急
・
阪
神
・
地

下
鉄
・
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
の
各
「
三
宮
」
駅
よ

り
南
へ
徒
歩
約
伯
分

Ｊ
Ｒ
・
阪
神
「
元
町
」
駅
よ
り
南
へ
徒
歩
約
相
分

〈
料
金
〉
前
売
１
回
券
￥
１
０
０
０
（
当

日
￥
１
２
０
０
）
３
回
券
￥
２
５
０
０

＊
身
障
者
・
シ
ル
バ
ｉ
・
小
中
学
生
は
当
日
の

み
￥
８
０
０

映
画
上
陸
１
０
０
年
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
「
神
戸
１
０
０
年
映
画
祭
」
。

第
３
回
目
の
今
年
は
「
パ
リ
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ⅷ
月
２
日
か
ら
記
日
ま
で
開
催

さ
れ
る
。

も
う
一
度
観
た
か
っ
た
大
好
き
な
一
篇
、
タ
イ
ト
ル
は
知
っ
て
い
る
け
れ
ど

ま
だ
観
ぬ
名
作
、
そ
し
て
最
新
の
パ
リ
を
撮
っ
た
神
戸
初
公
開
作
品
ま
で
、
パ

リ
の
映
画
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
も
う
。

１
パ
リ
が
舞
台
の
映
画
一
〃
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
″

※
上
映
作
品
は
次
ぺ
‐
ジ
参
照
し
て
下
さ
い
。
一
大
曜
踊
剛
一
売
燭
碓
憤
理
嶺

〈
会
場
〉

鴻
乍
潮
鍔
研
ル
ー
Ⅷ
燃
聯
馴
淋
小
碗
独
細
繊

Ｊ
Ｒ
「
神
戸
」
駅
か
ら
徒
歩
約
５
分
一
に
て
乗
船
、
廻
叩
的
出
航

神
戸
高
速
「
高
速
神
戸
」
駅
か
ら
徒
歩
約
７
分
一
会
場
／
パ
ル
デ
メ
ー
ル
（
神
戸
観
光
汽
船
）

団
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

ー
料
金
／
￥
１
０
０
０
０

徴
炉100年映鴫

尋今年の
テ
ー 回

て
約
如
点
出
展
、
ま
た
ド
ー
ム
中
央
正
面
に
は
一

両
家
の
中
西
勝
に
よ
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
壁
画
ｈ
一

が
登
場
す
る
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
い
ま
パ
リ
で
大
人
一

方
々
の
参
加
に
よ
り
、

再
現
す
る
様
々
な
ア
ト
ー

ヤそツル

ラしセ映､一′
りて１画〃

画
誤

フ
ク
シ
ョ
ン
を
企
画
。 11／２～2８

鯛絵
画
・
フ
ォ
ト
合
わ

６

１
８
１

気
の
マ
カ
ダ
ム
タ
ッ
プ
（
女
性
３
人
の
ト
リ
オ

で
、
パ
リ
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
国
際
タ
ッ
プ
コ

ン
ク
ー
ル
〃
プ
ー
ル
・
ラ
・
レ
ン
ヌ
〃
で
２
年

連
続
グ
ラ
ン
プ
リ
）
の
ほ
か
、
国
内
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
な

ど
の
ス
テ
ー
ジ
が
多
彩
に
展
開
さ
れ
る
。

．
＊
〃
三
ア
。
ア
ロ
ア
三
○
エ
、
。
○
工
ｍ
詞
○
ｍ
ｍ
ヱ
『
〃

マ
カ
ダ
ム
タ
ッ
プ

ｈ
／
幅
（
日
）
幅
叩
叩
～
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
出
演

期
問
／
洲
月
ね
日
（
火
）
～
朽
日
（
日
）

会
場
／
Ｊ
Ｒ
「
神
一
ど
駅
地
下
街
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
「
デ
ュ
オ
こ
う
べ
」

料
金
／
無
料

ｂ
パ
ン
ト
マ
イ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〃
天
井
桟
敷
の
人
々
へ
〃

「
天
井
桟
敷
の
人
々
」
は
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の

名
手
を
め
ぐ
る
人
々
の
愛
憎
や
葛
藤
、
波
澗
万

丈
の
多
彩
な
人
生
が
織
り
込
ま
れ
た
、
マ
ル
セ

ル
・
カ
ル
ネ
監
督
の
映
画
史
上
に
残
る
名
作
。

日
本
を
代
表
す
る
パ
ン
ト
マ
イ
ミ
ス
ト
た
ち

が
、
神
戸
か
ら
「
天
井
桟
敷
の
人
々
」
に
熱
き

想
い
を
捧
げ
る
。

出
演
／
伝
三
・
Ｆ
、
清
水
き
よ
し
、
北
京

一
、
上
海
太
郎
、
江
ノ
上
陽
一
＆
の
○
匡
室
、
い
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:r

ｄ
神
戸
映
サ
〃
市
民
映
画
劇
場
〃

「
パ
リ
、
把
区
、
夜
。
」

監
督
・
脚
本
、
ク
レ
ー
ル
・
ド
ゥ
ニ
、
主
演
函

カ
テ
リ
ー
ナ
・
ベ
ル
ゴ
ワ
／
１
９
９
４
年
フ
ラ

ン
ス
日
時
／
荊
月
６
日
（
金
）
・
７
日
（
土
）

１
．
０
、
３
．
０
、
６
．
０
、
９
．
０

１
．
０
１
．
３
１
．
０
１
．
０

会
場
／
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

料
金
／
前
売
￥
１
３
０
０
（
当
日
￥
１
５
０
０
）

期
間
／
洲
月
劃
日
（
土
）
～
配
日
（
土
）

会
場
／
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル
・
ロ
ビ
ー

④［１８二ｓｏ］

テさザンシヤンテ

シングル・ガール

パリのレストラン

猫力吋子方不明

ア・ラ・モード

ラブ.ｅｔｃ．

Ｃ祈作）

（新作）

|、

｢ジャンヌと素敵な男の子」 ｢地下鉄のザジ」

崖散竃
特別上映作品「枕の上の葉」製作・主演のクリステ
ィン・ハキムさん

④［１８：ｓｏ］

ディーバ

セ
ヱ

日程｜ﾛ調

'１月２日|月
１．１月３日|祝

『
興

嬰
電
孔

オープニング＆枕の上の葉

｢勝手にしゃがれ」

１．１月１４白土朝日ホールジヤンヌと素敵な男の子シェルブールの雨冒傘

博物館［１．１goo］［･1ＳｇＯＯ］［１５：Ｏｏ］

１．１月．１５日日市立博物館百一夜ケスト・トーク（※）

１１月１７日火市立博物館モンパルナスの灯ポンヌフの恋人

1-1月-1Ｂ白水市立ｵ専物館ジャック・ドウミの少年期大人は判ってくれない

‐１１月１９日フ仮市立博物館化石

①［1-1：ＣＯ］②［-13二ｓｏ］③［１６二ＣＯ］

‐１１月２．１日±朝日ホール大人は判ってくれない地下鉄のザジキスｌキスＩキッス！

．Ｉ利月２２日日朝日ホール死刑台､のエレベーター陽だまりの､差でア・ラ・モード

１１月２３日祝朝日ホールアンジェリクキュリー夫藷喜ラブetc．

１１月２４日火朝日ホールかくも長き不在死刑台のエレベーター陽だまりの庭で

１１月２５日水朝日ホールラ・マルセイエーズ凱旋門シャレード

パリのレストラン猫が行方不明

’１鰯目至蕊ゴﾋ慕門愛と哀しみのポﾚﾛ
８７，，月2B日土朝日ホール〈ｼﾝプﾙﾗｲﾌ.シンドローム）（新作〉｜（新作）
｜新作､し.ﾐゼﾗプﾙマイ.フレンド.メモリー※上映作品は､都合により変更の埋合もあります。
※ゲストアニエスーヴァルダ（監督）、ロザリー・ヴァルダ（衣装・美術）~マチュー・ドウミ（僧目憂）

②［-1ｓ目３０］

リュミエールの子供たち

テざイーバ

③［１６言ＣＯ］

勝手にしゃがれ

サブ．ウェイ

←上映fF品番糸日圭(※口内は基本上映開始時間）

｢キス１キス１キッス向

会場①［-11：ＣＯ］

松方ホール

松方ホール膿騨手にしゃがれ
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画
雪

宝 そ
し
て
５
分
後
Ｉ
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忌蔓

矢ジマジユン

Ｐ

ヘミ

蕊識＃
顎じ

ゃ
ま
だ
な

こ
の
ア
タ
マ

じ
ゃ

彼
は
一
瞬
に

生
き
て
い
ま
す

:.、

ノ

識
､蝿

麹
．迂盛

玉沼Zロﾛ･

劫

鍵

零W
忌蔓

関マンガ･デ・シネマ

E螺麗
礎

〆
宣

〆
宣

§

一

戒

蕊

戒 鍵露Ｉ蔦
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～
恒
／
釦
（
日
）
水
曜
体

９
卯
、
～
〃
”
、
（
入
館
は
～
お
軸
聖

宝
塚
市
立
手
塚
治
虫
記
念
館

云
０
７
９
７
．
８
１
．
２
９
７
０

郷
大
人
５
０
０
円
中
吉
再
生
３
０
０
円

海上
手
塚
治
虫
の
２
番
目
の
実
写
作

品
「
マ
グ
マ
大
使
」
（
１
番
目
は

「
鉄
腕
ア
ト
ム
』
）
を
通
し
て
、
特

撮
技
術
の
ル
ー
ツ
を
見
る
。
円
谷

プ
ロ
制
作
の
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」

が
完
全
実
写
だ
っ
た
の
に
対
し
て

「
マ
グ
マ
大
使
」
は
実
写
と
ア
ニ
メ

手
法
を
併
用
し
て
い
た
（
実
写
撮

影
し
た
フ
ィ
ル
ム
に
直
接
、
筆
を

入
れ
る
Ｉ
と
い
う
思
い
切
っ
た
手

法
）
。
等
身
大
の
マ
グ
マ
大
使
や
ゴ

ァ
の
円
盤
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
人
形
、

原
作
漫
画
の
原
画
約
１
０
０
点
も

展
示
さ
れ
る
。

洲
／
６
（
金
）
～
Ⅱ
（
日
）

神
戸
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ａ

Ｖ
Ｃ
ホ
ー
ル
）

高
速
新
開
地
駅
東
８
番
出
口
徒
歩
５
分

識
０
７
８
．
５
１
２
．
５
５
０
０

全
公
演
共
通
通
し
券
６
５
０
０
円

毎
年
恒
例
「
神
戸
ニ
ュ
ー
・
ウ

ェ
ー
ブ
・
シ
ア
タ
ー
」
第
３
回
、

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ア
ー
ト
と
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
接
点
を
探

る
」
。
地
元
関
西
か
ら
は
、
小
劇
場

界
を
起
点
に
独
自
の
進
化
を
遂
げ

て
き
た
「
上
海
太
郎
」
、
小
劇
場
界

か
ら
異
界
へ
ト
リ
ッ
プ
し
た
「
ク

☆
豆
窒
は
謎
の
変
奏
曲
」

ね
／
釦
（
金
）
～
制
／
８
（
土
）

昼
の
部

旧
型
伽
（
柏
／
訓
・
洲
／
７
）

舛
叩
叩
（
制
／
１
～
５
．
８
）

夜
の
部

而
恥
叩
（
相
／
訓
・
洲
／
７
）

ね
”
、
布
／
卯
・
桐
／
４
．
６
）

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

新
幹
線
地
下
鉄
新
神
戸
駅
す
ぐ

壷
０
７
８
．
２
９
１
．
９
９
９
９

Ｓ
席
９
０
０
０
円
Ａ
席
６
０
０
０
円

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
が
発
表
し
た

書
簡
形
式
の
小
説
に
秘
め
ら
れ
た

愛
の
真
実
と
は
？
フ
ラ
ン
ス
で

ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
が
演
じ
た
話
題

作
を
、
仲
代
達
矢
、
風
間
杜
夫
の

初
顔
合
わ
せ
で
日
本
初
演
。
作
・

エ
リ
ッ
ク
ー
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
シ

ュ
ミ
ッ
ト
、
蕊
将
幽
・
宮
田
慶
子
。

☆
神
戸
ニ
ュ
ー
・
ウ
エ
ー
ブ
・

シ
ア
タ
ー
回
・
掴

鵬
：

も
だ
か
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
参
照

Ｒ・ドルジパラム監督「また馬に乗りたい」

＝

も
だ
か
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
参
照

☆
企
画
展
「
マ
グ
マ
大
使
展
」

～
日
本
の
テ
レ
ビ
梨
明
期
に

お
け
る
特
殊
撮
影
技
術
～

▼
ク
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン

「
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ
ｌ
Ｓ
～
ソ
ラ
リ
ス
と

ｈ
／
旭
（
木
）
杓
妙
加

村
／
旭
（
金
）
伯
配
加

州
／
枠
（
土
）
ね
、
加

村
／
幅
（
日
）
帽
恥
叩
打
叩
釦

前
売
２
０
０
０
円
当
日
２
５
０
０
円

▼
珍
し
い
キ
ノ
コ
舞
踊
団

「
私
た
ち
の
家
ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
Ｂ
『

ｍ
Ｏ
ｎ
Ｏ
ｔ
Ｏ
ｎ
且

制
／
印
（
金
）
伯
韓
釦

洲
／
劃
（
土
）
旧
知
叩

荊
／
空
（
日
）
桝
弛
叩

前
売
３
０
０
０
円
当
日
３
５
０
０
円

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
５
０
０
０
円
）

議慧
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン
」
、
そ
し
て
東
京

か
ら
は
、
ダ
ン
ス
界
か
ら
外
に
広

が
る
噂
の
カ
ル
ト
的
人
気
集
研

謬
》
し
い
キ
ノ
コ
舞
踊
団
」
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
お

く
る
。

▼
上
海
太
郎
ひ
と
り
舞
蕊
ロ

「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
｜
｜
と

柵
／
６
（
金
）
ね
唖
釦

制
／
７
（
土
）
旧
館
、

刺
／
８
（
日
）
柘
詑
叩

前
売
３
０
０
０
円
当
日
３
５
０
０
円

Ｏ
ｐ
ｍ
も
だ
か
る
牢
、
○
亡
后
『

奄
郵
鐙．

珍しいキノコ陸ﾖ鱈15iｌ

△
’

Kクロムモリブデンﾛ

１
９０

１

◎手塚プロダクション

も
だ
か
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
参
照

一口－

蕊霧

も
だ
か
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
参
照

＠
重
”
蟹
：

画
展
「
マ
グ
マ
大
使
展
」
☆
第
哩
回
カ
ナ
ー
ト
名
画
祭

本
の
テ
レ
ビ
梨
明
期
に
「
モ
ン
ゴ
ル
映
画
祭
」

底

遥

神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

大
丸
東
へ
釦
、
神
戸
朝
日
ビ
ル
４
Ｆ

◎手塚プロダクション

ピープロダクション

東急エージェンシー

桐
／
９
（
月
）
～
側
（
土
）

①
打
叩
、
②
掲
姉
”
③
柘
弛
的
④
把
配
、

（
入
替
な
し
）

カ
ナ
ｉ
卜
・
ホ
ー
ル

第
２
神
明
大
久
保
Ｉ
Ｃ
カ
ナ
ー
ト
西
神
戸

ａ
０
８
９
．
９
６
７
．
５
１
０
１

１
０
０
０
円
（
最
終
回
の
み
８
０
０
円
）

ア
ジ
ア
有
数
の
映
画
王
国
モ
ン

ゴ
ル
の
映
画
特
集
。
遊
牧
民
と
馬

の
深
い
緋
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
く

感
動
作
「
ま
た
馬
に
乗
り
た
い
」
、

Ⅳ
世
紀
の
民
族
的
英
雄
の
大
河
ド

ラ
マ
「
ツ
ォ
ク
ト
・
タ
イ
ジ
（
前

後
編
）
」
な
ど
、
他
で
は
め
っ
た
に

観
ら
れ
な
い
作
品
全
Ⅲ
作
（
プ
レ

ゼ
ン
ト
柵
参
照
）
を
上
映
す
る
。

☆
市
民
映
画
劇
場
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頭

｢パリ、１８区、夜｡」

Iパーフェクトサークル」

織
｢パーフェクトサークル」

主
催
神
戸
映
画
サ
ー
ク
ル
協
諾
会

垂
０
７
８
．
３
３
１
．
８
５
３
８

前
売
１
３
０
０
円
当
日
１
５
０
０
円

▼
相
月
例
会

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
サ
ー
ク
ル
」

⑩
／
帽
（
金
）
・
汀
（
土
）

①
制
叫
叩
②
杷
幽
釦
③
お
恥
、
④
把
叫
的

▼
洲
月
例
会

「
パ
リ
、
把
区
、
夜
。
」

洲
／
６
（
金
）
・
７
（
土
）

①
ｈ
仙
叩
②
旧
叩
釦
③
帽
酌
加
④
伯
而

｢パリ、１８区、夜｡」

主
催
神
戸
映
画
サ
ー
ク
ル
協
議
会

垂
０
７
８
．
３
３
１
．
８
５
３
８

前
売
１
３
０
０
円
当
日
１
５
０
０
円

▼
相
月
例
会

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
サ
ー
ク
ル
」

⑩
／
帽
（
金
）
・
汀
（
土
）

①
制
叫
叩
②
杷
幽
釦
③
お
恥
、
④
把
叫
的

▼
洲
月
例
会

「
パ
リ
、
把
区
、
夜
。
」

洲
／
６
（
金
）
・
７
（
土
）

①
ｈ
仙
叩
②
旧
叩
釦
③
帽
酌
加
④
伯
“
叩

織嘱

★
神
戸
ア
‐
‘
ト
ビ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
Ｉ

卜
垣
〉
訴
皿
佑
確
唇
悪
霊
而
詫
癖
剤
窪

ン
た
ち
の
家
ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
Ｂ
韮
ｍ
・
ｎ
ｏ
ｔ
・
ｎ
ｅ
」

陀
挙
蕊
叩
廼
溌
藤
記
念
館

ブ
斯
挙
転
炉
野
戦
》
雛
右
劫
２
名

画
撫
隣
鯉
購
隷
繕
加
組
釦
名

Ｕ
３
組
６
名

〔
〕
‐
背
神
戸
始
弾
忌
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

娠
噸
鋤
洋
舞
銃
ル
５
組
ｍ
名

需
識
鱗
蕊
擁
誘

匡
』
卜
・
タ
イ
ジ
」
「
人
民
の
使
者
」
刑
ま
た
馬
に
乗

り
り
た
い
ニ
フ
フ
ー
の
篭
迄
▽
洲
／
伯
璽
い

Ｏ
の
果
て
に
」
「
は
じ
め
の
一
塗
一
モ
ー
タ
ー
の

Ｍ
蕊
蕊
」
「
娠
謝
麺
蕊
蓋
添

使
宰
呈
▽
制
／
ね
「
ま
た
馬
に
乗
り
た
い
」
ヲ

藻
蕊
顎
麓
一
郷
譲
韓
織
》

（
ｕ
月
末
ま
で
３
５
組
ｎ
名

溌
謹
曙
乞
う
ひ
と
」
▽
皿
／
塾
‐
☆
シ
ネ
雫
ザ
ィ
ク
ー
‐

●
▽
～
⑩
／
２
「
ス
プ
リ
ガ
ン
」
▽
畑
／
３
～

五
具
ま
で
乳
）
５
組
、
名

制
／
６
塁
を
乞
う
ひ
と
」

▽
～
旧
／
９
｜
グ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ル
・
ハ
ン
テ
ィ
、
▽
９
／
鉛
～
ヲ
ラ
ィ
ベ
ー
ト
・
ラ
ィ
ァ
ン
」

ン
グ
」
ヲ
レ
イ
プ
」
▽
旧
／
ね
～
塑
冒
の
森
●
▽
～
相
／
お
『
仮
面
の
男
一
▽
ね
／
打
～

で
天
使
は
パ
ス
を
降
り
た
」
「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
．
弓
ン
タ
ナ
の
風
に
抱
か
れ
て
」

ボ
ッ
ク
ス
」
▽
伯
／
堅
～
洲
／
６
「
死
に
た
い
●
▽
～
伯
／
釦
「
ム
ー
ラ
ン
」
▽
伯
／
制
～

漣
鑑
識
猟
一
鱒
難
藤
露

場
《
昌

一
加
州
釦
Ⅱ
必
穐

〒
６
５
０
．
０
０
１
１
神
戸
市
巽
区
下
山
手

職
撫
撚
謹
測
一
聯
謝
繍
職
騨
簾

五
＃
で
３
２
鍵

フ
ー
の
結
婚
」
｜
，
迎
二

音
」
▽
制
／
舛
言

壷
延
い
の
果
て
に
」
一
・
《

★
ペ
レ
ー
ネ
シ
ネ
マ

（
ｎ
月
末
ま
で
右
狐
響

▽
～
皿
／
鱒
「
愛
容

、
／
過
「
学
校
里

★
雨
羅
劇
場
・
シ
ネ

（
ｕ
［
鳳
末
ま
で
有
効
）

▽
～
旧
／
９
「
グ
ッ

ン
グ
」
「
フ
レ
イ
ブ
」

で
天
使
は
パ
ス
を
降

ボ
ッ
ク
ス
‐
一
▽
伯
／

ＭＯＤＥもだがるＣＵＬＴ倶楽部ｃＵＬＢ

嚇
制
瀦
艇
織
御
鋤
糊
柳
瀧
剖
稔
》
蕊
一

な
く
、
塩
タ
ン
と
ビ
ー
ル
し
〈
住
所
不
定
・
グ
ッ
チ
ー
〉
一

か
の
ど
を
通
ら
な
い
毎
日
で
▽
ま
だ
や
っ
て
た
ど
ん
な

し
た
。

神
戸
弁
知
っ
と
う
？
」
一

〈
西
区
・
竜
巻
竜
次
さ
ん
〉
■
「
ど
く
し
よ
い
’
一
と
「
ガ
ー

■
ク
ー
ラ
１
．
の
ぎ
い
た
部
屋
ン
ビ
シ
｝
”
・

で
読
背
〈
長
田
区
・
宮
田
初
美
さ
ん
Ｙ

〈
垂
水
区
・
口
湘
進
さ
ん
〉
▽
し
、
知
ら
な
い
．
・
・
・
ど
ん
一

回
沖
細
に
来
て
そ
ろ
そ
ろ
２
な
意
味
な
の
か
教
え
て
く
だ
一

か
月
に
な
る
と
い
う
の
に
、
さ
い
。
７
月
号
で
紹
介
し
た

ま
だ
ｆ
に
帰
る
気
が
し
ま
「
か
つ
さ
ら
か
い
」
（
蝋
つ
き
）

せ
ん
．
現
在
、
Ｈ
本
最
南
端
と
い
い
、
長
田
は
レ
ア
神
戸

勝
問
に
お
り
ま
す
．
明
日
弁
の
窯
庫
？

は
部
分
Ｒ
食
：
サ
ザ
ン
ク
画
「
も
だ
か
色
に
お
便
り
を

ス
交
流
ブ
ェ
ス
タ
と
い
う
祭
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
宛
先
は

り
を
楽
し
ん
だ
後
．
次
は
最
プ
レ
ゼ
ン
ト
璽
胆
。

英国ﾌｪｱ，ｇＢ「クマのプーさん｣絵本原画展
１０月２１日（水）～26日（月）６階神戸阪急ミユージアム

⑬開館時間:１０時～７時３０分※（）内は前売りおよび団体
(最終日は５時閉館。閉館30分１０名様以上の料金。
前までにご入館ください｡）④主催：
⑨休館日：会期中は無休神戸阪急ミユージアム
③入館料：一般く高校生以上〉
700円(500円） 神戸阪急１０月１３日筒戸'~ーうﾝ卜

中掌………織雛ｆです｡|園は無料
（証明書をご提示ください｡）１０時～７時30分銀罰ﾖｧ
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○
Ｐ
Ｅ
Ｎ

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
宣
言
」

か
ら
坊
周
年
を
迎
え
た
神
戸
。

秋
、
「
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
も
い
よ
い

よ
本
番
を
迎
え
て
い
ま
す
。

恒
例
と
な
っ
た
「
神
戸
洋
菓

子
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
や
「
酒
と
食

の
愉
し
き
集
い
」
は
、
お
し

ゃ
れ
に
「
グ
ル
メ
シ
テ
ィ
神

戸
」
を
楽
し
み
た
い
人
に
ぴ

っ
た
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

☆
第
５
回
神
戸
洋
菓
子
パ
ラ

ダ
イ
ス

～
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
～

神
戸
を
代
表
す
る
咽
社
、

虹
の
洋
菓
子
ブ
ラ
ン
ド
が
一

堂
に
集
ま
り
ま
す
。
各
社
自

慢
の
一
口
サ
イ
ズ
の
洋
菓
子

が
、
で
き
た
て
で
味
わ
え
る

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
洋
菓
子
コ
ー

ナ
ー
」
や
「
巨
大
か
ぼ
ち
ゃ

重
量
あ
て
ク
イ
ズ
」
な
ど
、

中央がシェフの鴫海毅さん

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

神
戸
百
店
会
だ
よ
り

神
戸
百
店
会
だ
よ
り

ス
イ
ー
ト
で
楽
し
い
企
画
が

い
っ
ぱ
い
・
百
店
会
か
ら
は
、

ア
ン
テ
ノ
ー
ル
、
神
戸
同
月

堂
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

ル
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
、
Ｔ
Ｈ

Ｅ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ａ
、
ド
ン

ク
、
モ
ロ
ゾ
フ
、
ユ
ー
ハ
イ

ム
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
コ
ン
フ
ェ

ク
ト
が
出
展
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
相
月
幻
日
爽
両
的
～

場
所
／
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

大
輪
田
の
間

入
場
料
／
１
８
０
０
円
（
前
売
の
み
）

＊
９
月
也
日
よ
り
発
売
開
始
。

前
売
入
場
券
は
口
ｉ
ソ
ン
各
店
に
て
。

（
Ｌ
コ
ー
ド
“
５
８
８
７
９
）

お
問
い
合
わ
せ
第
屯
話
サ
ー
ビ
ス

公
０
７
８
１
３
０
６
１
５
４
０
０

☆
第
５
回
酒
と
食
の
愉
し
き

集
い
～
灘
の
酒
と
兵
庫
県
下
の
新

鮮
な
農
産
物
を
素
材
に
調
理

さ
れ
た
料
理
を
味
わ
う
グ
ル

メ
パ
ー
テ
ィ
と
灘
の
酒
の

「
き
き
酒
会
」
を
楽
し
む
グ
ル

音楽を聴きながら優雅な気分でお酒が

楽しめる

☆
手
作
り
ケ
ー
キ
工
房

「
サ
・
ソ
・
ボ
ン
」
オ
ー
プ
ン

元
町
３
丁
目
の
神
戸
同
月

堂
。
西
の
小
道
を
南
に
入
る

と
、
テ
ラ
ス
の
あ
る
洋
館
か

日
時
／
洲
月
帽
日
（
金
）
旧
器
、
～

場
所
／
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

●
き
き
酒
会
把
如
叩
～
ね
恥
叩
（
和

楽
の
問
）

●
グ
ル
メ
パ
ー
テ
ィ
ー
灼
叩
叩
～

印
加
卯
（
借
楽
の
問
）

入
場
料
／
６
０
０
０
円
（
前
売
の
み
）

＊
９
月
担
日
よ
り
発
売
開
始
。

前
売
入
場
券
は
ロ
ー
ソ
ン
各
店
に
て
。

（
Ｌ
．
ｉ
ド
“
５
８
８
８
０
）

■
お
問
い
合
わ
せ
／
電
話
サ
ー
ビ
ス

公
０
７
８
１
３
０
６
１
５
４
０
０

＊
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
な
る

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
は
「
特

別
宿
泊
プ
ラ
ン
」
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

画
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

趣
０
７
８
１
３
０
２
１
１
１
１
１

g園

ら
洋
菓
子
の
甘
い
香
り
が

…
。
も
と
も
と
風
月
堂
の

「
ク
ッ
キ
ー
の
館
」
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
に
、
７
月
哩
日
、

ケ
ー
キ
エ
一
房
「
サ
・
ソ
・
ボ

ン
」
（
フ
ラ
ン
ス
語
で
『
い
い

匂
い
》
が
お
目
見
え
し
た
。

い
ち
じ
く
の
タ
ル
ト
（
２

８
０
円
）
、
レ
モ
ン
と
コ
コ

ナ
ッ
ツ
の
ム
ー
ス
（
３
０
０

円
）
な
ど
、
ガ
ラ
ス
越
し
に

見
え
る
工
房
で
つ
く
っ
た
ば

か
り
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ケ
ー

キ
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
に
並

び
、
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
ド

リ
ン
ク
（
２
５
０
円
）
と
と

も
に
気
軽
に
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
ケ
ー
キ
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」

と
い
う
シ
ェ
フ
の
鳴
海
毅
さ

ん
は
「
季
節
に
あ
っ
た
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
も
の
を
提
供
し
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
た
。

バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
な
ど
の

メ
ィ
ベ
ン
ト
。
杜
氏
の
「
酒

造
り
歌
」
を
聞
き
な
が
ら
飲

む
お
酒
は
格
別
。

音楽を聴きながら優雅な気分でお酒が

叩やﾛ０１．．

蕊１
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Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

艶目

一
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
－
た
。
た
っ
た
一
人
で
こ
の
作

驚
》
脚
撫
識

日
麺
癖
睦
一
騒
誌
瀧
斗
莱
卜
現
緬
砕
郵
識
鋸
葬
嘘
拝
碓
岬
一

禰
蕊
蒸
澱
騨
鮭
蟻
篭
一

一
さ
ん
は
「
子
ど
も
達
に
も
そ
る
と
気
付
い
て
ほ
し
い
。
せ

耐
酬
噸
鱗
蝿
繍
聯
糾
那
糊
蝋
》
一

お
祝
い
も
の
は
オ
ー
ダ
ー
に

合
わ
せ
て
豪
華
に
つ
く
っ
て

く
れ
る
そ
う
な
の
で
、
こ
こ

で
ち
ょ
っ
と
し
た
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
く
の
も
い
い
か
も
。

■
サ
・
ソ
・
ボ
ン

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
３
．
４
．
也

壷
０
７
８
．
３
２
１
．
５
２
５
０

営
業
時
間
／
他
時
～
旧
時

不
定
休

★
Ｕ
Ｃ
Ｃ
、
缶
コ
ー
ヒ
ー

「
グ
ア
ル
ジ
ャ
ー
」
新
発
売

厳
選
し
た
州
ア
ラ
ピ
カ
価

ブ
ラ
ジ
ル
豆
・
一
だ
け
を
使
用

し
、
ｒ
Ｃ
Ｃ
独
自
の
三
温
度

帯
自
然
抽
出
〃
Ｔ
Ｔ
Ｎ
Ｄ
製

法
〃
で
香
り
を
釦
％
Ｕ
Ｐ
、

「
コ
ー
ヒ
ー
本
来
の
お
い
し

さ
．
一
と
「
切
れ
の
あ
る
後
味
」

を
引
き
出
し
た
缶
コ
ー
ヒ
，
‐

「
グ
ア
ル
ジ
ャ
ー
１
９
０
皇

が
９
月
虹
日
、
全
国
で
発
売

さ
れ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
ゾ
ー

ト
ピ
ー
チ
「
グ
ア
ル
ジ
ャ
ー
」
の

海
の
色
、
タ
ー
コ
イ
ズ
グ
リ

；
ン
の
ベ
ー
ス
と
コ
ー
ヒ
ー

の
木
と
実
の
地
模
様
が
目

印
。
Ｕ
Ｃ
Ｃ
で
は
、
発
売
記
念

と
し
て
、
ク
イ
ズ
で
あ
た
る

「
グ
ア
ル
ジ
ャ
ー
リ
ゾ
ー

ト
・
ブ
ラ
ジ
ル
旅
行
血
日

間
冥
加
組
加
名
様
）
と
応
募

シ
ー
ル
を
集
め
て
あ
た
る
.､一一一一一一..■.一一＝一一画凸一■･■■■■■叩一一一一一一一口｡画一■､■一口曲一再一一p■■一・・一口-一一一一一一一口ロー■-一一一一一一■■■■■一ー 些二一一口■･■h~■■ー蝉ﾛーーーー

国
キ
ャ
ン
ペ
・
・
ン
案
内

壷
Ｕ
Ｃ
Ｃ
ダ
イ
ヤ
ル
（
東
京
）

「
光
る
グ
ア
ル
ジ
ャ
ン
」
（
１

万
名
様
）
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
。

回
キ
ャ
ン
ペ
・
ン
案
内

壷
Ｕ
Ｃ
Ｃ
ダ
イ
ヤ
ル
（
東
京
）

０
３
１
．
３
８
２
９
．
３
３
０
０

Ｕ
Ｃ
Ｃ
ホ
ー
ム
ベ
ー
Ｉ
ジ

ョ
ご
こ
一
言
乏
乏
と
。
。
・
○
○
・
一
豆鼠イメージキャラクター

の金城武さん

☆
ベ
ニ
ヤ
、
本
部
事
務
所
移
転

株
式
会
社
紅
屋
が
９
月
４

日
、
本
部
事
務
所
を
交
通
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
か
ら
左
記
に
移

転
し
ま
し
た
。

風
移
娠
先

神
戸
市
中
央
区
三
富
町
１
．
５
．
１

住
友
銀
行
三
宮
ビ
ル
６
階

垂
０
７
８
，
，
３
３
２
３
１
５
５

（
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
変
更
な
し
）

☆
ち
ん
が
ら
屋
、
閉
店

セ
ン
タ
ー
街
に
あ
る
呉

服
ち
ん
が
ら
屋
が
如
月
末

日
で
閉
店
し
ま
す
。
長
い

間
あ
り
が
と
う
ぎ
ざ
い
ま

し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ⅷ
Ｓ

|Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ジャズをアナログレコードだけで聞か
せる粋な喫茶店

☆
ジ
ャ
ズ
を
バ
ッ
ク
グ
ラ

ン
ド
Ｍ
に
ヴ
ォ
イ
ス
で
ゆ

っ
く
り
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
を

ジ
ャ
ズ
の
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
が

５
０
０
０
枚
近
く
あ
る
と
い
う

茶
房
「
ヴ
ォ
イ
ス
」
は
、
レ
コ

ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
に
き
た
お
客
さ

ん
や
、
セ
ン
タ
ー
街
の
商
店
主

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
帰
り
に
と
幅

広
い
年
齢
層
が
お
茶
を
飲
み
に

寄
る
空
間
だ
。
マ
ス
タ
ー
の
村

田
さ
ん
は
、
両
年
代
に
ロ
ー
ス

ト
シ
テ
ィ
で
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド

を
、
ソ
ネ
で
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
を
、

ガ
ス
ラ
イ
ト
で
ロ
ッ
ク
や
ソ
ウ

ル
を
聞
き
に
行
っ
て
い
た
人
。

も
ち
ろ
ん
、
さ
り
げ
な
く
、
バ

ン
ビ
、
ピ
サ
、
躯
、
ト
ン
ボ
な

ど
も
ご
存
じ
の
世
代
。
好
き
で

集
め
た
ジ
ャ
ズ
の
Ｌ
Ｐ
を
な
る

べ
く
偏
り
な
く
か
け
て
い
る
と

い
う
ジ
ャ
ズ
愛
好
家
だ
が
、
マ

イ
ル
ス
・
デ
ィ
ビ
ス
や
ベ
ン
・
ウ

エ
ヴ
ス
タ
ー
、
ピ
ル
・
エ
バ
ン
ス

な
ど
帥
年
代
ジ
ャ
ズ
が
好
み
。

帥
年
に
花
隈
で
ジ
ャ
ズ
喫
茶

’

ぴ
つ

と
｡

い

ん

国
茶
房
ヴ
ォ
イ
ス

神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
セ
ン
タ
ー
プ

ラ
ザ
西
館
２
Ｆ

壷
０
７
８
．
３
３
４
．
３
６
６
８

営
業
時
間
／
ね
時
釦
分
～
即
時

ね
時
釦
分
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ

ｌ
餌
ｌ

に
な
る
ん
で
す
よ
」
と
笑
顔
が

ス
テ
キ
な
マ
マ
の
石
井
さ
ん
も

美
声
を
披
露
す
る
。
月
．
火
曜

日
に
手
伝
い
に
く
る
甥
っ
こ
の

石
井
卓
統
く
ん
は
プ
ロ
を
め
ざ

し
て
音
楽
学
校
に
通
う
ロ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
。
何
の
気
取

り
も
な
く
た
だ
た
だ
音
楽
を
愛

す
る
人
々
が
集
う
神
戸
な
ら
で

は
の
店
。
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴

は
囲
碁
・
将
棋
が
お
目
当
の
お

客
さ
ん
も
多
い
こ
と
。
ジ
ャ
ズ

を
歌
い
た
い
、
演
奏
し
た
い
と

探
し
て
い
ら
し
や
る
方
は
是
非

ど
う
ぞ
。

■
サ
ン
ト
リ
ー
バ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
．
３
．

桐
ノ
ア
ー
ル
ビ
ル
Ｂ
１
Ｆ

冠
０
７
８
．
３
９
１
．
２
６
８
９

営
業
時
間
／
旧
時
～
型
時
日
・
祝

日
休
み

サ
ン
ト
リ
ー
角
５
０
０
円
オ
ー
ル

ド
６
０
０
円
山
崎
１
２
０
０
円

「
カ
フ
ェ
・
ド
・
ロ
タ
」
を
、
兜

年
に
は
「
ヴ
ォ
イ
ス
」
を
オ
ー

プ
ン
し
た
。
ジ
ャ
ズ
を
聞
き
に

く
る
の
で
は
な
く
自
然
に
耳
に

入
っ
て
く
る
、
そ
ん
な
休
憩
場

所
が
お
店
の
理
想
だ
そ
う
だ
。

「
ど
う
ぞ
ゆ
っ
く
り
読
書
に
き

て
く
だ
さ
い
。
ボ
ク
が
昔
そ
う

だ
っ
た
よ
う
に
」
と
。
神
戸
の

洋
風
家
具
に
囲
ま
れ
、
座
り
ご

ど
ち
の
い
い
特
注
の
椅
子
が
そ

の
言
葉
を
う
な
ず
か
せ
る
。

マスターのシェーン・クィンさん
(写真左）とスタッフ

ビ
ル
の
階
段
を
降
り
る
と
そ

こ
は
ジ
ャ
ズ
一
色
。
毎
月
曜
日

に
は
プ
ロ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
川
瀬

健
さ
ん
が
い
る
が
、
こ
こ
で
は

生
演
奏
を
す
る
の
は
お
も
に
お

客
さ
ん
た
ち
。
様
々
な
職
業
を

も
つ
ジ
ャ
ズ
愛
好
家
が
集
ま
っ

て
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
む
。

こ
の
日
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
教

頭
先
生
で
あ
る
大
前
さ
ん
が
、

バ
ン
ジ
ョ
ー
は
さ
る
洋
酒
会
社

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
大
森
さ
ん
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
飯
田
さ
ん
は
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
を
、
ベ
ー
ス
は
龍
田

さ
ん
、
お
魚
屋
さ
ん
だ
そ
う
。

ド
ラ
ム
は
毎
年
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ

ー
ト
で
先
頭
き
っ
て
パ
レ
ー
ド

し
て
い
る
小
野
さ
ん
と
い
う
具

合
。
「
震
災
で
１
年
８
か
月
お

休
み
し
た
け
れ
ど
、
も
う
如
年

☆
海
岸
通
り
に
ア
メ
リ
カ

ン
ス
タ
イ
ル
の
お
店
ク
ィ

ン
ズ
が
オ
ー
プ
ン
！

最
盛
期
に
は
２
０
０
軒
も
の

外
国
人
バ
ー
が
杯
を
連
ね
た
海

水
曜
休
み

ブ
レ
ン
ド
コ
Ｉ
ヒ
ー
４
５
０
円

三
Ｃ
里
○
ァ
『
四
一
４
５
０
円

☆
大
人
が
遊
べ
る

ジ
ャ
ズ
の
店
サ
ン
ト
リ
ー

バ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー

ジャズを通じて同じ話題で語れるのが楽
しい

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



☆
日
本
料
理
の
津
村
が

秋
の
賞
味
会
開
催

日
本
料
理
麗
埜
が
、
特
別

メ
ニ
ュ
ー
で
秋
の
賞
味
会
を
開

く
。
満
席
に
な
り
次
第
締
め
切
り

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
ご
予
約
は

お
早
め
に
！

☆
秋
の
賞
味
会
メ
ニ
ュ
ー

・
い
が
栗
吹
き
寄
せ

。
丹
波
豆
、
豆
腐
松
茸
吸
物

・
鯛
度
霜
、
烏
賊
、
煮
鞄
造
里

。
菊
畑
八
寸

・
鰭
、
帆
立
貝
車
海
老
秦
鼠

・
湯
葉
包
み
蒸
し
物

・
松
茸
御
飯

・
香
の
物
・
赤
だ
し

。
季
節
の
果
物

園
日
本
料
理
津
村

神
戸
市
中
央
区
加
納
町
４
．

８
・
廻

日
時
／
Ⅲ
月
理
日
（
水
）
巧
日

（
木
）
逓
日
（
金
）
３
日
と
も
正

午
よ
り

会
費
／
８
０
０
０
円
（
税
・
サ
・

飲
料
・
お
土
産
代
込

予
約
・
問
い
合
わ
せ
／

蜜
０
７
８
．
３
３
２
．
２
２
１
０

ｊ
秋
特
集
Ｉ

☆
ジ
ャ
ズ
ハ
ウ
ス
木
馬
か
ら

把
月
ラ
イ
ブ
の
お
知
ら
せ

土
岐
英
文
カ
ル
テ
ッ
ト
が
、
姻

年
振
り
に
、
神
戸
「
木
馬
」
で
ラ

イ
ブ
を
お
こ
な
う
。
ア
ル
バ
ム
そ

し
て
ラ
イ
ブ
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ

る
『
グ
ッ
ド
・
ラ
イ
フ
』
や
、

弓
イ
・
フ
ァ
ニ
ー
バ
レ
ン
タ
イ

ン
』
な
ど
の
バ
ラ
ー
ド
の
名
曲
の

数
々
と
、
ス
ト
レ
ー
ト
、
ア
ヘ
ッ

ド
な
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
を
カ
ル
テ
ッ
ト
編

成
で
お
送
り
す
る
と
の
こ
と
。

☆
土
岐
英
文
カ
ル
テ
ッ
ト

「
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｇ
Ｏ
Ｏ
ｄ
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
」

土
岐
英
文
（
ａ
ｓ
、
Ｓ
Ｓ
）

大
石
学
（
Ｌ

加
藤
真
一
（
ｂ
）

村
上
寛
（
ｄ
ｓ
）

日
時
／
如
月
ｎ
日
（
土
）
班
時
釦

分
開
場
廻
時
釦
分
開
演

入
場
料
／
前
売
３
５
０
０
円
当
日

４
０
０
０
円

■
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
ｈ
Ｏ
ｕ
Ｓ
ｅ
木
馬

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
３
．

１
．
９
コ
ス
モ
ビ
ル
Ｂ
１
Ｆ

公
０
７
８
．
３
９
１
．
２
５
０
５

☆
あ
っ
た
か
い
お
店

Ｌ
ｉ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
Ｍ
Ｏ

入
る
と
ま
ず
、
満
面
の
笑
顔

で
迎
え
て
く
れ
る
の
が
、
松
本

栄
子
さ
ん
。
屈
託
の
な
い
人
柄

と
、
明
る
い
お
し
ゃ
べ
り
に
ほ

っ
と
さ
せ
ら
れ
る
。
店
内
も
、

な
ぜ
か
懐
か
し
い
よ
う
な
気
が

け
な
が
ら
、
お
店
で
は
、
お
腹

の
空
い
た
お
客
さ
ん
の
た
め

に
、
自
慢
の
中
華
の
腕
も
ふ
る

う
と
い
う
、
多
才
・
冬
詫
忙
な
人
。

そ
し
て
、
カ
ク
テ
ル
や
水
割
り

な
ど
、
ど
ん
な
オ
ー
ダ
ー
で
も

か
な
ら
ず
一
杯
ご
と
に
グ
ラ
ス

を
氷
で
ス
テ
ア
し
、
き
れ
い
に

拭
く
と
い
う
、
真
心
こ
め
た
サ

ー
ビ
ス
に
は
頭
が
下
が
る
。
こ

の
丁
寧
さ
に
惹
き
付
け
ら
れ
て

い
る
お
客
さ
ん
も
多
い
。
チ
ャ

ー
ジ
は
４
０
０
円
だ
が
、
そ
れ

以
上
に
お
つ
ま
み
が
山
の
よ
う

に
登
場
Ｉ
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ

り
の
ラ
ン
チ
（
７
５
０
円
）
も

好
評
。

■
Ｌ
ｉ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
Ｍ
Ｏ

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
３
．
１
．
５

公
０
７
８
．
３
３
１
．
７
０
４
６

営
業
時
間
／
制
時
釦
分
～
旧
時
旧
時

～
翌
１
時

月
曜
夜
お
よ
び
土
・
日
・
祝
昼
休
み

５

１
９
１

陳抗明さん（写真左）と松本栄
子さんのコンビは絶妙

岸
通
り
界
隈
。
８
月
３
日
、
そ

の
海
岸
通
り
に
ア
メ
リ
カ
ン
ス

タ
イ
ル
の
カ
フ
ェ
＆
バ
ー
「
ク

ィ
ン
ズ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

お
店
の
場
所
は
阪
神
二
四
元
町
」

駅
を
南
下
し
た
国
道
２
号
線
沿

い
で
、
Ｊ
Ｒ
「
神
一
ど
駅
か
ら

だ
と
歩
い
て
５
分
ほ
ど
。

、
ｊ

シ
ェ
ー
ン
・
ク
ィ
ン
さ
ん
“

は
、
ご
両
親
が
日
本
人
と
ア
メ

リ
カ
人
の
ハ
ー
フ
で
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
は
に
か
み
屋
の
可
愛
い
マ

ス
タ
ー
。
「
チ
ー
プ
、
フ
ァ
ン
、

ハ
ッ
ピ
ネ
ス
（
安
く
、
楽
し
く
、

幸
福
に
）
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
外

国
人
の
方
も
気
軽
に
集
え
る
お

店
に
し
た
い
」
と
。
刀
時
か
ら

四
時
は
生
ビ
ー
ル
３
８
０
円
の

「
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ワ
ー
」
を
実
施
。

各
種
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
ー
テ
ィ

ー
の
予
約
も
受
付
中
。

園
カ
フ
ェ
＆
バ
ー
ク
ィ
ン
ズ

神
戸
市
中
央
区
海
岸
通
５
．
２
．
５

公
０
７
８
．
３
６
６
．
１
３
８
８

営
業
時
間
／
制
時
～
料
時
（
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
）
打
時
～
伯
時
（
ハ
ッ
ピ
ー

ア
ワ
ー
）
旧
時
～
型
時
（
バ
ー
タ
イ

ム
）
無
休

し
て
、
居
心
地
が
い
い
。

も
と
も
と
、
テ
ニ
ス
仲
間
の

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
わ
り
に
と
い

う
気
持
ち
で
、
店
を
始
め
た
と

い
う
代
表
の
陳
抗
明
さ
ん
は
、

現
在
も
テ
ニ
ス
の
コ
ー
チ
を
続
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